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(57)【要約】
本発明は、互いに異なる広告データのうちで同じウェブ
ページ上に露出される広告データが互いの存在を確認し
て全く違う新たな広告データをディスプレイする広告表
現方法およびシステムに関する。本発明に係る広告表現
方法は、各広告ＩＤを含む広告データを広告データベー
スに記録して保持するステップと、ウェブページ上に接
続されたユーザのローカルコンピュータメモリに広告デ
ータベースから広告データをローディングするステップ
と、メモリにローディングされた広告データの広告ＩＤ
を識別するステップと、広告ＩＤが同じ広告データが存
在する場合に、広告データベースから所定のディスプレ
イ広告データを識別するステップと、ディスプレイ広告
データをウェブページ上に露出するステップとを含むこ
とを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各広告ＩＤを含む広告データを広告データベースに記録して保持するステップと、
　ウェブページ上に接続されたユーザのローカルコンピュータメモリに前記広告データベ
ースから前記広告データをローディングするステップと、
　前記メモリにローディングされた広告データのうちで広告ＩＤが同じ広告データを識別
するステップと、
　前記広告ＩＤが同じ広告データが存在する場合に、前記広告データベースから所定のデ
ィスプレイ広告データを識別するステップと、
　前記ディスプレイ広告データを前記ウェブページ上に露出するステップと、
　を含むことを特徴とする広告表現方法。
【請求項２】
　前記メモリにローディングされた広告データの広告ＩＤを識別する前記ステップは、
　前記広告データが前記ユーザのローカルコンピュータに広告ＩＤをブロードキャスティ
ングして同じ広告ＩＤを検索するステップ、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の広告表現方法。
【請求項３】
　前記メモリにローディングされた広告データのうちで広告ＩＤが同じ広告データを識別
する前記ステップは、
　同じウェブページ上で衝突する広告データのうちで広告ＩＤが同じ広告データを識別す
るステップであることを特徴とする請求項１に記載の広告表現方法。
【請求項４】
　前記広告データベースから所定のディスプレイ広告データを識別する前記ステップは、
　前記広告ＩＤが同じ第１広告データおよび第２広告データと関連した第３広告データを
前記広告データベースに保持するステップと、
　同じウェブページ上で衝突する広告データが前記第１広告データおよび前記第２広告デ
ータである場合に、前記広告データベースから前記第３広告データを前記ディスプレイ広
告データとして識別するステップと、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の広告表現方法。
【請求項５】
　前記広告データベースから所定のディスプレイ広告データを識別する前記ステップは、
　同じウェブページ上で衝突する広告データが前記第１広告データおよび前記第２広告デ
ータである場合に、前記広告データベースから前記第１広告データと前記第２広告データ
のうちの１つの広告データを前記ディスプレイ広告データとして識別するステップ、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の広告表現方法。
【請求項６】
　前記ディスプレイ広告データをウェブページ上に露出する前記ステップは、
　前記広告ＩＤが同じ第１広告データと第２広告データを変形させて第３広告データを生
成するステップと、
　前記生成された第３広告データを前記ウェブページ上に露出するステップと、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の広告表現方法。
【請求項７】
　前記ディスプレイ広告データをウェブページ上に露出する前記ステップは、
　前記ウェブページの本来の広告領域である第１広告領域以外の第２広告領域にまで広告
領域を拡大して前記第３広告データを露出するステップ、
　を含むことを特徴とする請求項６に記載の広告表現方法。
【請求項８】
　前記ディスプレイ広告データをウェブページ上に露出する前記ステップは、
　前記広告ＩＤが同じ第１広告データと第２広告データをそれぞれ変形させるステップと
、
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　前記変形させた第１広告データを前記ウェブページ上の第１広告領域に露出し、前記第
２広告データを前記ウェブページ上の第２広告領域にそれぞれ露出するステップと、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の広告表現方法。
【請求項９】
　前記ディスプレイ広告データをウェブページ上に露出する前記ステップは、
　前記ウェブページの本来の広告領域である第１広告領域以外の第２広告領域にまで広告
領域を拡大して前記変形させた第１広告データと前記第２広告データを露出するステップ
、
　を含むことを特徴とする請求項８に記載の広告表現方法。
【請求項１０】
　請求項１～９のうちのいずれか一項の方法を実行させるためのプログラムを記録したコ
ンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項１１】
　各広告ＩＤを含む広告データを記録して保持する広告データベースと、
　ウェブページ上に接続されたユーザのローカルコンピュータメモリに前記広告データベ
ースから前記広告データをローディングする広告データローディング部と、
　前記メモリにローディングされた広告データのうちで広告ＩＤが同じ広告データを識別
する広告ＩＤ識別部と、
　前記広告ＩＤが同じ広告データが存在する場合に、前記広告データベースから所定のデ
ィスプレイ広告データを識別する広告データ識別部と、
　前記ディスプレイ広告データを前記ウェブページ上に露出するディスプレイ部と、
　を備えることを特徴とする広告表現システム。
【請求項１２】
　前記広告ＩＤ識別部は、
　同じウェブページ上で衝突する広告データのうちで広告ＩＤが同じ広告データを識別す
ることを特徴とする請求項１１に記載の広告表現システム。
【請求項１３】
　前記広告データベースは、
　前記広告ＩＤが同じ第１広告データおよび第２広告データと関連した第３広告データを
保持し、
　前記広告データ識別部は、
　同じウェブページ上で衝突する広告データが前記第１広告データおよび前記第２広告デ
ータである場合に、前記広告データベースから前記第３広告データを前記ディスプレイ広
告データとして識別することを特徴とする請求項１１に記載の広告表現システム。
【請求項１４】
　前記広告データ識別部は、
　同じウェブページ上で衝突する広告データが前記第１広告データおよび前記第２広告デ
ータである場合に、前記広告データベースから前記第１広告データと前記第２広告データ
のうちの１つの広告データを前記ディスプレイ広告データとして識別することを特徴とす
る請求項１１に記載の広告表現システム。
【請求項１５】
　前記広告ＩＤが同じ第１広告データと第２広告データを変形させて第３広告データを生
成する広告データ加工部、をさらに備え、
　前記ディスプレイ部は、
　前記生成された第３広告データを前記ウェブページ上の広告領域に露出することを特徴
とする請求項１１に記載の広告表現システム。
【請求項１６】
　前記ディスプレイ部は、
　前記ウェブページの本来の広告領域である第１広告領域以外の第２広告領域にまで広告
領域を拡大して前記第３広告データを露出することを特徴とする請求項１５に記載の広告
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表現システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、互いに異なる広告データのうちで同じウェブページ上に露出される広告デー
タが互いの存在を確認して全く違う新たな広告データをディスプレイする広告表現方法お
よびシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　広告（ａｄｖｅｒｔｉｓｉｎｇ）は、辞書的意味で企業、個人、団体が商品、サービス
、理念、政策などを世間に知らせて所期の目的を収めるために投資する情報活動である。
このような広告はテレビ、ラジオ、インターネットなどの大衆媒体を介して文字、絵、音
声などで提供され、人々に効果的に商品やサービスなどを広報することができる。
【０００３】
　このような大衆媒体のうちでもインターネットは、ユーザが地域、性別、年齢に関係な
く毎日利用するため、広告の目的を効果的に達成することができる。なぜかと言えば、イ
ンターネットは、情報を得るために利用する場合が大部分であり、検索語さえ入力すれば
それに係る情報を提供すると同時に、それと関連した広告も提供することによって広告の
効果を極大化することができるためである。
【０００４】
　このように広告の効果を極大化するための広告技法の１つとして、同じ商品広告を同時
に提供して商品に対するユーザの注目度を高める方式がある。しかしながら、このような
広告技法は、同じ広告を同時に提供することによってユーザの注目度を高めることはでき
るが、常に同じ広告のみを見るユーザが食傷を感じる恐れがあるという短所も存在する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、上述したような従来技術の問題点を解決するために案出されたものであって
、互いに異なる広告データのうちで同じウェブページ上に露出される広告データの広告Ｉ
Ｄが同一性を有するか否かを確認して全く違う新たな広告データをディスプレイすること
により、広告効果を極大化する新たな広告技法を提供する広告表現方法およびシステムを
提供することを目的とする。
【０００６】
　また、本発明に係る広告表現方法およびシステムは、ユーザのローカルコンピュータメ
モリにローディングされる広告データの広告ＩＤを識別して広告ＩＤが同じ広告データが
存在する場合に、広告データと関連した新たなディスプレイ広告データをウェブページ上
に露出することを他の目的とする。
【０００７】
　また、本発明に係る広告表現方法およびシステムは、広告ＩＤが同じ第１広告データと
第２広告データのうちの１つの広告データや全く新たな第３広告データをウェブページ上
にディスプレイすることによってユーザの興味を誘発させ、同じ広告を同時にディスプレ
イする広告技法よりも広告効果を極大化することを他の目的とする。
【０００８】
　さらに、本発明に係る広告表現方法およびシステムは、広告ＩＤが同じ第１広告データ
と第２広告データを変形させて本来の広告領域にディスプレイしたり、本来の広告領域以
外に第２広告領域にまで拡大して変形させた第１広告データと第２広告データをディスプ
レイしたりすることをさらに他の目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した目的を達成し、従来技術の問題点を解決するために、本発明の一実施形態に係
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る広告表現方法は。各広告ＩＤ（ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒ）を含む
広告データを広告データベースに記録して保持するステップと、ウェブページ上に接続さ
れたユーザのローカルコンピュータメモリに前記広告データベースから前記広告データを
ローディング（ｌｏａｄｉｎｇ）するステップと、前記メモリにローディングされた広告
データの広告ＩＤを識別するステップと、前記広告ＩＤが同じ広告データが存在する場合
に、前記広告データベースから所定の（ｐｒｅｄｅｔｅｒｍｉｎｅｄ）ディスプレイ広告
データを識別するステップと、前記ディスプレイ広告データを前記ウェブページ上に露出
するステップとを含むことを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の他の実施形態に係る広告表現システムは、各広告ＩＤを含む広告データ
を記録して保持する広告データベースと、ウェブページ上に接続されたユーザのローカル
コンピュータメモリに前記広告データベースから前記広告データをローディングする広告
データローディング部と、前記メモリにローディングされた広告データのうちで広告ＩＤ
が同じ広告データを識別する広告ＩＤ識別部と、前記広告ＩＤが同じ広告データが存在す
る場合に、前記広告データベースから所定のディスプレイ広告データを識別する広告デー
タ識別部と、前記ディスプレイ広告データを前記ウェブページ上に露出するディスプレイ
部とを備えることを特徴とする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、添付の図面を参照しながら、本発明に係る広告表現方法およびシステムについて
詳しく説明する。
【００１２】
　図１は、本発明の一実施形態において、広告表現システムの構成を示すブロック図であ
る。
【００１３】
　図に示すように、広告表現システム１００は、各広告ＩＤを含む広告データを記録して
保持する広告データベース１０１と、ウェブページ上に接続されたユーザのローカルコン
ピュータメモリに広告データベース１０１から広告データをローディングする広告データ
ローディング部１０２と、メモリにローディングされた広告データのうちで広告ＩＤが同
じ広告データを識別する広告ＩＤ識別部１０３と、広告ＩＤが同じ広告データが存在する
場合に、広告データベース１０１から所定のディスプレイ広告データを識別する広告デー
タ識別部１０４と、ディスプレイ広告データをウェブページ上に露出するディスプレイ部
１０５と、を備える。
【００１４】
　本発明の他の実施形態によれば、広告データベース１０１は、広告ＩＤが同じ第１広告
データおよび第２広告データと関連した第３広告データを保持し、広告データ識別部１０
４は、同じウェブページ上で衝突する広告データが第１広告データおよび第２広告データ
である場合に、広告データベース１０１から第３広告データをディスプレイ広告データと
して識別することができる。
【００１５】
　また、本発明のさらに他の実施形態によれば、広告データ識別部１０４は、第１広告デ
ータと第２広告データのうちの１つをウェブページ上にディスプレイする広告データとし
て識別することができる。
【００１６】
　また、本発明のさらに他の実施形態によれば、広告表現システム１００は、広告ＩＤが
同じ第１広告データと第２広告データを変形させて第３広告データを生成する広告データ
加工部１０６をさらに備える。このとき、ディスプレイ部１０５は、生成された第３広告
データをウェブページ上の広告領域に露出することができる。
【００１７】
　また、本発明のさらに他の実施形態によれば、ディスプレイ部１０５は、ウェブページ
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の本来の広告領域である第１広告領域以外の第２広告領域にまで広告領域を拡大して第３
広告データを露出することもできる。
【００１８】
　このように、本発明によれば、同じウェブページ上に露出される互いに異なる広告デー
タ間の広告ＩＤの同一性要否を確認し、広告ＩＤが同じ広告データを変形させて新たな広
告データをウェブページ広告領域にディスプレイすることができる。
【００１９】
　図２は、本発明の他の実施形態において、広告表現方法を示すフローチャートである。
本実施形態に係る広告表現方法は、図１に示すような広告表現システム１００によって実
行することができる。
【００２０】
　ステップ２０１で、広告表現システム１００の広告データベース１０１は、各広告ＩＤ
を含む広告データを記録して保持する。広告ＩＤは広告データを区分することができる区
分子（識別子）であり、広告素材が同じ場合は広告ＩＤが同じであり、広告素材が同じで
ない場合は広告ＩＤが互いに異なる。例えば「ネイバー」という検索ポータルサイトを広
報する広告素材に対してＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅなど５つの広告データが存在する場合に、Ａ
、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの広告データの形態は互いに異なるが広告ＩＤは同じである場合がある
。このように、広告データベース１０１は、同じ商品や同じサービスに対して同じ広告Ｉ
Ｄを付与して互いに異なる広告データを記録することができる。
【００２１】
　本発明の他の実施形態によれば、広告データベース１０１は、広告ＩＤが同じ第１広告
データおよび第２広告データと関連した第３広告データを保持することができる。すなわ
ち、広告データベース１０１は、広告ＩＤが同じ第１広告データおよび第２広告データと
関連して新たな広告データを保持することができる。
【００２２】
　ステップ２０２で、広告表現システム１００の広告データローディング部１０２は、ウ
ェブページ上に接続されたユーザのローカルコンピュータメモリに広告データベース１０
１に格納された広告データをローディングする。本発明の他の実施形態によれば、広告表
現システム１００は、ユーザのウェブブラウザ（Ｗｅｂ　Ｂｒｏｗｓｅｒ）にウェブペー
ジを提供するために、ウェブページ基本構成に必要なデータをユーザのローカルコンピュ
ータにローディングすることができる。例えば、広告表現システム１００は、テキストフ
ィールド、入力フィールド、イメージフィールド、広告フィールドなどに区分されたウェ
ブページの各構成要素に必要なデータを予めユーザのローカルコンピュータに格納するこ
とができる。本発明では、ウェブページ上に露出される広告データをユーザのローカルコ
ンピュータメモリにローディングし、メモリにローディングされた広告データの広告ＩＤ
を識別できるようにする。
【００２３】
　本発明のさらに他の実施形態によれば、広告表現システム１００は、ウェブページ接続
時ごとまたは一定時間ごとに互いに異なる広告データを露出することができる。このよう
な広告技法は、広告データベース１０１に格納された互いに異なる広告データをローリン
グし、ユーザが見るたびに異なる広告データが露出されるようにするものである。したが
って、広告表現システム１００は、リアルタイムで広告データベース１０１に格納された
互いに異なる広告データをユーザのローカルコンピュータメモリにローディングすること
ができる。
【００２４】
　ステップ２０３で、広告表現システム１００の広告ＩＤ識別部１０３は、ユーザのロー
カルコンピュータメモリにローディングされた広告データの広告ＩＤを識別する。例えば
、広告ＩＤ識別部１０３は、広告データの広告ＩＤを識別し、広告データが同じ広告素材
に関するものであるのかを識別することができる。広告ＩＤが同じである２つ以上の広告
データが発見された場合に、広告データ識別部１０４に広告ＩＤが同じ広告データを伝達
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することができる。
【００２５】
　本発明の他の実施形態によれば、広告データがユーザのローカルコンピュータに広告Ｉ
Ｄをブロードキャスティング（ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ）して同じ広告ＩＤを検索する
ことができる。広告データがブロードキャスティングされる信号のうちで同じ広告ＩＤを
検索し、広告ＩＤが同じ広告データを識別することもできる。
【００２６】
　ステップ２０４で、広告表現システム１００は、同じウェブページ上に露出される広告
データのうちで広告ＩＤが同じ広告データが存在するのかを判断する。広告ＩＤが同じ広
告データが存在する場合にはステップ２０６を実行し、広告ＩＤが同じ広告データが存在
しない場合にはステップ２０５を実行することができる。
【００２７】
　本発明の他の実施形態によれば、広告表現システム１００は、広告データを露出する前
に広告ＩＤを確認し、同じ広告ＩＤを有する２つ以上の広告データに対してウェブページ
上で新たな広告データとして表現することができる。また、広告データを先に露出した後
、露出された広告データの広告ＩＤが同じ場合には、前と異なる形態の広告データを表現
することもできる。
【００２８】
　したがって、ステップ２０５で、広告表現システム１００は、先に広告データを露出し
た後、露出された広告データの広告ＩＤが同じでない場合には、露出された広告データの
露出を保持することができる。
【００２９】
　ステップ２０６で、広告表現システム１００の広告データ識別部１０４は、広告データ
ベース１０１から所定のディスプレイ広告データを識別する。
【００３０】
　本発明の他の実施形態によれば、広告表現システム１００は、同じウェブページ上で広
告ＩＤが同じ２つの第１広告データと第２広告データが衝突する場合に、広告データベー
ス１０１からディスプレイ広告データとして全く違う第３広告データを識別することがで
きる。このために、広告表現システム１００は、同じ広告ＩＤを有する第１広告データお
よび第２広告データと関連して第３広告データを広告データベース１０１に記録して保持
することができる。また、広告ＩＤが同じ第１広告データと第４広告データと関連して第
３広告データを広告データベース１０１に保持することもできる。
【００３１】
　本発明のさらに他の実施形態によれば、広告効果を高めるために、第３広告データは、
第１広告データと第２広告データを変形させたものであり得る。すなわち、第１広告デー
タと第２広告データは同じ広告素材を有して形成されたものであるが、２つの間に関連性
がない場合がある。したがって、第３広告データは、第１広告データと第２広告データの
関連性を高めることができる形態として若干の変形を経て生成されたものである。
【００３２】
　また、本発明のさらに他の実施形態によれば、広告表現システム１００は、第１広告デ
ータと第２広告データと関連した新たな第３広告データを広告データベース１０１に保持
するのではなく、広告データ加工部１０６で第１広告データと第２広告データを変形させ
て第３広告データを生成することもできる。広告データ加工部１０６は、第１広告データ
と第２広告データとの間の関連性を高める方向で第３広告データを生成することができる
。
【００３３】
　また、広告データ加工部１０６は、第１広告データと第２広告データとの間の関連性を
高める方向で第１広告データと第２広告データをそれぞれ変形させることもできる。
【００３４】
　また、本発明のさらに他の実施形態によれば、広告表現システム１００は、第１広告デ
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ータと第２広告データのうち１つの広告データをディスプレイ広告データとして識別する
ことができる。例えば、広告表現システム１００は、第１広告データと第２広告データが
１回衝突すれば第１広告データをディスプレイ広告データとして識別して、２回衝突すれ
ば第２広告データを識別し、３回衝突すれば再び第１広告データを識別することができる
。また、広告表現システム１００は、１回衝突すれば第２広告データをディスプレイ広告
データとして識別し、２回衝突すれば第１広告データを識別し、３回衝突すれば再び第２
広告データを識別することもできる。
【００３５】
　上述して説明したように、広告表現システム１００の広告データ加工部１０６は、第１
広告データと第２広告データのうちでディスプレイ広告データとして識別された１つの広
告データを変形させることができる。
【００３６】
　ステップ２０７で、広告表現システム１００のディスプレイ部１０５は、ディスプレイ
広告データをウェブページ上に露出する。
【００３７】
　本発明の他の実施形態によれば、ディスプレイ部１０５は、第３広告データをウェブペ
ージ上の広告領域に露出することができる。このとき、ディスプレイ部１０５は、ウェブ
ページの本来の広告領域である第１広告領域以外の第２広告領域にまで広告領域を拡大し
て第３広告データを露出することもできる。
【００３８】
　また、本発明のさらに他の実施形態によれば、ディスプレイ部１０５は、変形させた第
１広告データをウェブページ上の第１広告領域に露出し、第２広告データをウェブページ
上の第２広告領域にそれぞれ露出することができる。また、ディスプレイ部１０５は、ウ
ェブページの本来の広告領域である第１広告領域以外の第２広告領域にまで広告領域を拡
大し、変形させた第１広告データと第２広告データを露出することもできる。
【００３９】
　図３は、本発明に係る広告表現システムにおいてディスプレイ広告データを識別する一
例を示す図である。
【００４０】
　図面符号３０１で示すように、広告表現システム１００は、同じウェブページ上で広告
データ「Ａ」と広告データ「Ｂ」が衝突する場合に、広告データ「Ａ」をウェブページ上
に露出する広告データとして識別することができる。
【００４１】
　図面符号３０２で示すように、広告表現システム１００は、同じウェブページ上で広告
データ「Ａ」と広告データ「Ｂ」が衝突する場合に、広告データ「Ｂ」をウェブページ上
に露出する広告データとして識別することができる。
【００４２】
　図面符号３０３で示すように、広告表現システム１００は、同じウェブページ上で広告
データ「Ａ」と広告データ「Ｂ」が衝突する場合に、全く新たな第３広告データ（ｓｙｎ
ｃ　ＡＤ）をウェブページ上に露出する広告データとして識別することができる。
【００４３】
　図４は、本発明に係る広告表現システムで同じ広告ＩＤを有する広告データをウェブペ
ージ上にディスプレイする一例を示す図である。
【００４４】
　図に示すように、広告表現システム１００は、同じ広告ＩＤを有する第１広告データと
第２広告データに対して第１広告領域（左側）には第１広告データを露出し、第２広告領
域（右側）には第２広告データを露出することができる。
【００４５】
　図５および図６は、本発明に係る広告表現システムで広告領域とサイズを調整して広告
データをディスプレイする一例を示す図である。
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【００４６】
　図５に示すように、広告表現システム１００は、第１広告領域を「中央」に、第２広告
領域を「右側」に設定し、広告ＩＤが同じ第１広告データおよび第２広告データを露出す
ることができる。
【００４７】
　また、図６に示すように、広告表現システム１００は、第１広告領域を「左側」に大き
く、第２広告領域を「右側」に小さく設定し、広告ＩＤが同じ第１広告データおよび第２
広告データを露出することもできる。
【００４８】
　図に示してはいないが、広告表現システム１００は、ウェブページ中央にポップアップ
ウィンドウ形態で広告ＩＤが同じ広告データを露出することもできる。
【００４９】
　なお、本発明に係る広告表現方法は、コンピュータにより実現される多様な動作を実行
するためのプログラム命令を含むコンピュータ読取可能な記録媒体を含む。当該記録媒体
は、プログラム命令、データファイル、データ構造などを単独または組み合わせて含むこ
ともでき、記録媒体およびプログラム命令は、本発明の目的のために特別に設計されて構
成されたものでもよく、コンピュータソフトウェア分野の技術を有する当業者にとって公
知であり使用可能なものであってもよい。コンピュータ読取可能な記録媒体の例としては
、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク及び磁気テープのような磁気媒体、
ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤのような光記録媒体、フロプティカルディスクのような磁気－光媒
体、およびＲＯＭ、ＲＡＭ、フラッシュメモリなどのようなプログラム命令を保存して実
行するように特別に構成されたハードウェア装置が含まれる。また、記録媒体は、プログ
ラム命令、データ構造などを保存する信号を送信する搬送波を含む光または金属線、導波
管などの送信媒体でもある。プログラム命令の例としては、コンパイラによって生成され
るような機械語コードだけでなく、インタプリタなどを用いてコンピュータによって実行
され得る高級言語コードを含む。前記したハードウェア要素は、本発明の動作を実行する
ために一以上のソフトウェアモジュールとして作動するように構成することができ、その
逆もできる。
【００５０】
　上述したように、本発明の好ましい実施形態を参照して説明したが、該当の技術分野に
おいて熟練した当業者にとっては、特許請求の範囲に記載された本発明の思想および領域
から逸脱しない範囲内で、本発明を多様に修正および変更させることができることを理解
することができるであろう。すなわち、本発明の技術的範囲は、特許請求の範囲に基づい
て定められ、発明を実施するための最良の形態により制限されるものではない。
【産業上の利用可能性】
【００５１】
　本発明に係る広告表現方法およびシステムによれば、互いに異なる広告データのうちで
同じウェブページ上に露出される広告データが互いの存在を確認して全く違う新たな広告
データをディスプレイすることにより、広告効果を極大化する新たな広告技法を提供する
ことができる。
【００５２】
　また、本発明に係る広告表現方法およびシステムによれば、ユーザのローカルコンピュ
ータメモリにローディングされる広告データの広告ＩＤを識別して広告ＩＤが同じ広告デ
ータが存在する場合に、広告データと関連した新たなディスプレイ広告データをウェブペ
ージ上に露出することができる。
【００５３】
　また、本発明に係る広告表現方法およびシステムによれば、広告ＩＤが同じ第１広告デ
ータと第２広告データのうちの１つの広告データや全く新たな第３広告データをウェブペ
ージ上にディスプレイすることにより、同じ広告を同時にディスプレイする広告技法より
も広告効果を極大化することができる。
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【００５４】
　さらに、本発明に係る広告表現方法およびシステムによれば、広告ＩＤが同じ第１広告
データと第２広告データを変形させて本来の広告領域にディスプレイしたり、本来の広告
領域以外に第２広告領域にまで拡大して変形させた第１広告データと第２広告データをデ
ィスプレイすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明の一実施形態において、広告表現システムの構成を示すブロック図である
。
【図２】本発明の他の実施形態において、広告表現方法を示すフローチャートである。
【図３】本発明に係る広告表現システムでディスプレイ広告データを識別する一例を示す
図である。
【図４】本発明に係る広告表現システムで同じ広告ＩＤを有する広告データをウェブペー
ジ上にディスプレイする一例を示す図である。
【図５】本発明に係る広告表現システムで広告領域とサイズを調整して広告データをディ
スプレイする一例を示す図である。
【図６】本発明に係る広告表現システムで広告領域とサイズを調整して広告データをディ
スプレイする一例を示す図である。

【図１】 【図２】
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